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地域経済の活性化となる金融サービスで

活発な経済交流や豊かな暮らしづくりをお手伝いします

株式会社東和銀行

代　表　者：	 江原 洋
設立年月日：	 1917 年 6 月 11 日
資　本　金：	 386 億 5,300 万円
従 業 員 数：	 1,392 人

住  所：	 前橋市本町 2-12-6
T E L：	 027-234-111 
U R L：	 https://www.towabank.co.jp

● 事業者紹介 ● 経緯・背景

● 具体的な取組や成果

　1917 年創立。 群馬県・埼玉県・栃木県・東京都を中心
に 91 店舗を展開。「役に立つ銀行」「信頼される銀行」「発
展する銀行」を経営理念とし、地域に密着した金融サービ
スで、活発な経済交流や豊かな暮らしづくりをお手伝いして
います。また、
地域経済活性
化となる「共
通 価 値 の 創
造」をビジネ
スモデルとし
ています。

　「TOWA お客様応援活動」による、お客様への本業支援、
経営改善・事業再生支援、資産形成支援に取り組むことで、
地域経済・地域社会の持続的な発展に貢献しています。 特
にお客様の本業支援にあたっては、ESG に着目した財務面
と本業面の支援を行なっています。こうしたお客様応援活動
こそが、SDGs の達成に繋がっていくと考えています。
　また、 地元大学での講座開講や女性の活躍推進など、
SDGs の視点に則した取組を継続して実施しています。

【具体的な取組】
●群馬県と連携し、高校生と地元企業との新商品開発を支援
●「TOWA お客様応援サイト」の開設
　�取引先の販路支援の一助として、ホームページ内に掲載
●地域における ESG 地域金融促進事業の取組

　「靴底を減らす活動を実践する銀行」「雨でも傘
を差し続ける銀行」「謙虚さの DNA を忘れない銀
行」の 3 つのモットーをもとに、お客様の本業支
援、経営改善・事業再生支援、資産形成支援を図
る「TOWA お客様応援活動」を通じて、地域経済・
地域社会の持続的な発展に取り組みます。

　省エネルギー施策の実施や自然環境保護活動等
を通じて、地域経済・地域社会の持続的な発展に
取り組み、すべての従業員が働きがいをもって活
躍するとともに、子育てや介護と仕事を両立し安心
して働くことができるよう、人材育成・環境整備・
機会提供に取り組みます。これらを実践するため
に、産官学と連携していきます。

サイト開設による企業間マッチングをはじめ、高校生と地元企業の
新商品開発支援など、地域金融を促進する事業を積極的に実施しました

地域社会の発展に貢献する
「TOWA お客様応援活動」

産官学と連携し、金融として
地域の発展に持続的に貢献

当社にとっての SDGs ビジョン 今後の展望と求めるパートナー像

WEB サイト

前橋市

焼きまんじゅう風バウムクーヘンは、県内のファミリーマートと高崎駅
「群馬いろは」で販売

コロナ禍で影響を受けている皆さまを応援するため、取引先が製造す
る「おいしいもの」や「日用品」等を紹介しています

【成果】
●�2019 年 4 月、群馬県委託事業「高付加価値な食品開発

支援事業」に応募し採択され、その事業の中で、群馬県
立勢多農林高校と取引先の洋菓子企業をマッチング。 新
しいバウムクーヘン（焼きまんじゅう風）の開発を支援し、
商品化に成功しました。

●「TOWAお客様応援サイト」への掲載企業数は、2022年3
月14日現在 353社を超えており、大手を含む県内外の企
業との取引に繋げています。

●�令和元年度と令和 2 年度の 2 年連続で、環境省の「地
域における金融促進事業」に採択されました。 令和元年
度は「福祉施設と温浴施設が連携した薪製造・薪ボイラー
導入による地域コミュニティ活性化事業」、令和 2 年度は

「医療・福祉施設を対象とする災害対応型の太陽光発電・
蓄電池等による電力供給モデル事業」が選ばれました。
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